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頻度が有意に高かった (オッズ比 :9.90;95%信頼区間 :2.79･49.71).
【考察】
本研究では,アンケート調査においてクリックの既往があるとした被検者において,臨
床診査においてクリックを有する頻度が高いことが示された.今回の結果は,出現や消失
を繰り返すというクリックの特徴を反映しており,臨床診査のみでなく,アンケートもし
くは問診により患者からクリックの既往を聴取する必要性が示された.また本研究では,
偏岨噛癖がある人は偏岨噂癖のない人に比べて関節円板転位を有きない傾向があった.本
結果は,偏阻噛癖が習慣性岨噛側と表現されることもあるように異常な習癖ではないとい
うことを示しているのかもしれない.しかし,過去の報告では本研究結果とは逆に,偏岨
噛癖がある人は偏岨噛癖のない人に比べて顎関節症擢患率が高いと述べているものもあ
る.歯科疾患や歯科治療,さらには顎関節の関節円板転位が偏岨噛癖を誘発する可能性が
あり,偏岨噛癖の有無自体が非常に信頼性高く測定することが難しい.本研究ではアンケ
ート調査のみで判断しており,その結果は被検者の自覚に大きく左右されるため,その測
定精度が十分でない可能性もある.今後は偏岨噛癖の診断方法についてより深く検討する
必要がある.次に,顎関節にクリックや関節円板転位を有する場合,側方限界運動時の下
顎頭運動量が大きいことが明らかになった.過去に顎機能障害者の場合,側方限界運動時
の作業側下顎頭の後方移動量が大きいことが報告されており,本研究の結果は,この報告
と同様,関節円板転位が生ずると同側の顎関節の関節包の弛緩が生じ,下顎頭運動域の増
大が生ずる可能性を示唆していると考えられる.しかし,関節包の靭帯が弛緩した結果関
節円板転位が生じやすくなるという研究成果もあるため,最終的な結論を得るためには,
正常者の下顎頭運動をホローアップする様なコホート研究が必要になろう.したがって,
因果関係は現時点で明らかでないが,本研究成果が顎関節内障の病態と下顎頭運動域の関
係を明らかにした点は非常に興味深い成果と言える.
【結論】
本研究の結果,現在矯正歯科で行っている顎関節症に関係した臨床診査項目のうち,ク
リックの既往と側方限界運動時平衡側下顎頭運動量の増大が現在のクリックの有無と関連
を有していること,さらに,偏岨噴癖と側方限界運動時作業側下顎頭運動量の増大が,関
節円板転位の有無と関連を有していることが明らかとなった.
